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昔
、
武
道
家
に

｢

大
山
倍
達｣

と
い
う
先
生
が
い

た
。
生
涯
を
通
じ
て
空
手
道
の
真
髄
を
極
め
る
と
と

も
に
、
何
冊
も
の
本
を
出
版
し
我
々
に
大
切
な
言
葉

を
残
し
て
戴
い
た
。
そ
の
中
で
も
人
生
の
理
念
と
さ

れ
た
教
え
が
あ
る
▼
【�
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▼

｢

頭
は
低
く
目
は
高
く｣

＝
決
し
て
威
張
る
な
。

常
に
謙
虚
で
あ
れ
。
そ
の
代
わ
り
目
標
は
高
い
所
に

置
き
、
物
事
を
常
に
公
平
に
見
な
さ
い
。｢

口
を
慎

ん
で
心
広
く｣

＝
他
人
の
悪
口
や
愚
痴
を
言
う
な
。

悪
い
こ
と
は
全
部
自
分
の
せ
い
に
、
善
い
こ
と
は
人

の
手
柄
に
し
な
さ
い
。
そ
う
い
う
寛
大
な
心
を
持
て
。

｢

孝
を
原
点
と
し
て
他
を
益
す｣

＝
親
孝
行
が
一
番

だ
よ
。
親
に
感
謝
し
な
さ
い
。
そ
し
て
、
稽
古
で
培
っ

た
精
神
と
体
力
を
以
っ
て
社
会
や
人
の
役
に
立
ち
な

さ
い
。【�

�

】
と
語
ら
れ
て
い
た
▼
我
々
は
長
い

人
生
を
歩
む
上
で
、
逆
境
に
お
か
れ
た
り
悩
み
苦
し

ん
で
立
ち
止
ま
る
時
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
に
先
人
や

師
の
教
え
に
よ
っ
て
魂
が
奮
い
起
こ
さ
れ
、
勇
気
を

以
っ
て
新
た
な
る
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
出
来
る

▼
今
大
切
な
こ
と
は
何
か
、
物
事
の
本
質
を
よ
く
見

極
め
、
心
を
正
し
て
進
ん
で
行
け
ば
、
明
る
い
未
来

暖
か
い
春
は
必
ず
や
っ
て
来
る
。

(

基)
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神
武
天
皇
が
大
和
橿
原
の
宮

に
お
い
て
御
即
位
さ
れ
て
よ
り
、

悠
久
二
千
六
百
七
十
年
に
亙
り

連
綿
と
受
け
継
が
れ
て
来
ま
し

た
皇
室
の
益
々
の
弥
栄
と
、
国

家
と
国
民
の
安
泰
繁
栄
を
祈
念

す
る
祭
典
で
す
。

ま
た
、
日
頃
よ
り
当
神
社
に

対
し
多
大
な
る
ご
尽
力
ご
協
力

を
頂
き
ま
し
た
方
々
の
功
績
を

称
え
る
顕
彰
奉
告
祭
も
併
せ
て

行
な
わ
れ
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
は
、
参
集
殿
に

於
い
て
紀
元
祭
奉
祝
式
典
と
顕

彰
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
橿

原
神
宮
遥
拝
に
続
き
、
國
歌

｢

君
が
代｣

斉
唱
、
次
に
奉
祝

歌

｢

紀
元
節｣

を
奉
唱
の
後
、

各
受
賞
者
に
は
宮
司
よ
り
功
労

表
彰
状
並
び
に
感
謝
状
、
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
様

に
は
、
衷
心
よ
り
御
祝
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
今
後
共
変

わ
ら
ぬ
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す

よ
う
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
お
、
本
年
度
の
受
賞
者
は

下
記
の
方
々
で
す
。(

敬
称
略)

皇
紀
二
六
七
〇
年
、
二
月
十
一
日
午
前
十
時
よ
り
御
本
殿
に

て
、
我
が
国
の
建
国
を
奉
祝
す
る
紀
元
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
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祈
年
祭
は
、
古
く
は
�
と
し

ご
い
の
ま
つ
り
�
と
言
わ
れ
、

本
格
的
な
春
を
迎
え
農
作
業
が

始
ま
る
前
に
、
今
年
一
年
の
豊

か
な
稔
り
を
祈
願
す
る
祭
典
で
、

陰
暦
二
月
四
日
に
行
な
わ
れ
て

お
り
ま
し
た
。

年
と
は
五
穀
の
中
で
も
特
に

今
年
の
農
作
物
の
豊
か
な
稔
り
を
祈
請
す
る
祈
年
祭
が
、
二
月

十
七
日

(

水)

午
前
十
時
よ
り
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
祭
典
終
了
後
に
は
、
御
神
前
に
供
え
ら
れ
た
籾
種
が
、
町

内
生
産
組
合
を
通
じ
、
各
農
家
へ
と
頒
ら
れ
ま
し
た
。

稲
の
事
を
言
い
、
祝
詞
の
中
で

も｢

奥お
き

都つ

御み

年と
し｣

と
奏
さ
れ
ま
す
。

当
日
は
、
今
季
一
番
の
寒
気

が
関
東
地
方
を
覆
い
、
今
に
も

雪
が
降
り
そ
う
な
空
模
様
の
中

責
任
役
員
・
総
代
・
氏
子
崇
敬

者
を
始
め
、
生
産
組
合
長
参
列

の
も
と
、
海
の
幸
・
山
の
幸
を

本
殿
に
お
供
え
し
、
五
穀
豊
穣
・

国
家
安
泰
を
祈
願
致
し
ま
し
た
。

祭
事
の
中
程
で
は
、
当
社
の

特
殊
神
事
で
あ
る

｢

田
打
舞
神

事｣

が
、
社
人
・
神
職
に
よ
り

奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
神
事
は
、
黒
尉
と
白
尉

の
二
人
の
翁
に
よ
り
、｢

田
作

り｣

か
ら

｢

種
蒔
き｣

｢

苗
ほ

め｣
｢

田
植
え｣

｢

稲
刈
り｣

ま

で
の
一
年
間
の
農
作
業
の
様
子

を
謡
や
太
鼓
・
笛
の
拍
子
に
合

わ
せ
て
舞
う
神
事
舞
で
、
舞
の

最
後
に
は
、
社
人
小
菅
�
志
氏

に
よ
り
、｢

大
神
の
お
守
り
を

こ
う
む
り
て
、
今
年
も
五
穀
豊

年
に
幸
へ
給
へ
と
畏
み
畏
み
も

申
す｣

と
祝
詞
が
奏
上
さ
れ
、

豊
年
満
作
が
祈
念
さ
れ
ま
し
た
。

寒
川
神
社
で
は
毎
月
一
日
に

月
次
祭
を
執
り
行
な
い
、
国
の

隆
昌
と
皆
様
方
の
弥
栄
を
ご
祈

念
致
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
祭
典
へ
の
ご
参
列
を
ご

希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
の

上
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
ま
す

よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

○�
�

毎
月
一
日

(
一
月
一
日
は
除
く)

午
前
八
時
三
十
分
よ
り
約
四

十
分

○�
�
�
�

①
参
列
当
日
午
前
八
時
ま
で
に

受
付
を
済
ま
せ
、
定
刻
ま
で

お
待
ち
願
い
ま
す
。

②
ご
参
列
後
、
月
次
祭
神
札
を

お
受
け
頂
き
ご
退
出
願
い
ま

す
。

＊
お
問
い
合
せ

�
〇
四
六
七(

七
五)

〇
〇
〇
四
㈹

�
�
�

�
�
�
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当
神
社
の
神
主
・
社
僧
と
し

て
明
治
の
初
め
頃
、
神
勤
さ
れ

た
方
々
を
、
神
式
と
仏
式
の
そ

れ
ぞ
れ
の
法
式
に
基
づ
き
合
同

慰
霊
祭
が
、
神
社
隣
り
の
興
全

寺
で
行
な
わ
れ
ま
す
。
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宮
山
地
区
の
家
庭
で
、
神
式

に
よ
る
先
祖
祭
祀
を
し
て
い
る

家
々
で
組
織
さ
れ
た｢

御
祖
講｣

の
春
季
霊
祭
と
、
新
た
な
御
霊

を
合
わ
せ
ま
つ
る
合
祀
祭
が
、

講
員
多
数
参
列
の
も
と
行
な
わ

れ
ま
す
。
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新
年
度
を
迎
え
る
に
当
り
、

宮
山
地
区
の
神
社
総
代
を
始
め

自
治
会
長
・
町
内
会
長
・
生
産

組
合
長
な
ど
の
各
役
員
が
参
列

し
、
新
旧
役
員
の
交
替
を
御
神

前
に
ご
奉
告
い
た
し
ま
す
。

�
�

��
��
��
��

��
��
��
��
		



��
��

��

◆

◆



さ が み����� ����	
�� �

横
溝
�
義

市
川
元
久

大
川
静
男

関
根

晃

金
子

昭

皆
川
欽
一

大
門

㈱
湊

大
黒
屋

㈱
青
葉

㈱
秋
江

㈱
阿
部

㈱
市
川

長
嶋
園

福
岡
園

豊
月
堂

諸
江
屋

竹
見
商
店

露
木
生
花

戸
塚
米
店

根
岸
農
園

原
繁
酒
店

㈲
俵
田
屋

㈱
オ
ー
カ
ワ

㈱
関
東
小
池

㈱
北
岡
本
店

関
東
建
物
㈱

北
村
工
務
店

熊
澤
酒
造
㈱

㈲
さ
が
み
や

佐
藤
建
具
店

さ
と
う
薬
品

㈲
寒
川
建
材

㈱
サ
ン
ユ
ー

鈴
信
運
送
㈱

そ
ば
処
佐
賀

㈲
田
中
写
真

�
橋
竹
材
店

中
島
鉄
工
所

㈲
丸
井
紙
店

百
崎
製
菓
㈱

㈲
飯
田
材
木
店

㈲
壁
島
工
務
店

㈲
カ
ネ
ヤ
商
会

㈲
喜
久
屋
酒
店

さ
が
み
や
菓
舗

寒
川
町
商
工
会

㈱
テ
ッ
ク
企
画

㈲
並
木
工
務
店

㈱
モ
チ
ロ
企
画

イ
ベ
ン
ト
商
組
合

㈱
金
子
建
材
土
木

天
婦
羅
割
烹
川
乃

ギ
ン
ビ
ス
商
事
㈱

㈱
さ
ん
こ
う
ど
う

㈲
サ
ダ
コ
美
容
室

鈴
木
徽
章
工
芸
㈱

㈲
破
魔
矢
奉
製
所

㈱
長
谷
川
製
作
所

㈲
古
山
看
板
塗
装

㈲
ほ
り
む
ら
薬
局

横
浜
貨
物
綜
合
㈱

ヨ
シ
カ
ワ
洋
品
店

エ
バ
ラ
食
品
工
業
㈱

㈲
大
島
寅
次
郎
商
店

コ
ム
ロ
デ
ン
キ
寒
川

㈱
さ
い
か
屋
藤
沢
店

長
嶋
福
だ
る
ま
物
産

横
浜
銀
行
寒
川
支
店

㈲
協
和
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

秋
山
商
事
㈱
厚
木
支
店

㈱
イ
ソ
ダ
瀬
谷
営
業
所

㈲
Ｆ
Ｌ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

川
本
工
業
㈱
県
央
支
店

㈱
晃
和
デ
ィ
ス
プ
レ
イ

寒
川
神
社
商
工
奉
賛
会

㈱
サ
ン
エ
ー
サ
ン
ク
ス

寒
川
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク

東
京
あ
ず
ま
ネ
ク
タ
イ

原
田
総
合
保
険
事
務
所

松
井
建
設
㈱
東
京
支
店

横
浜
銀
行
茅
ヶ
崎
支
店

レ
ン
ゴ
ー
㈱
湘
南
工
場

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
厚
木

戸
田
建
設
㈱
寒
川
工
作
所

㈱
竹
中
工
務
店
横
浜
支
店

㈱
ギ
ン
ビ
ス
湘
南
営
業
所

門
前
だ
ん
ご
茶
屋
九
五
郎
庵

寒
川
ロ
ー
ン
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

湘
南
ビ
ュ
ー
テ
ィ
カ
ル
チ
ュ
ア

ジ
ャ
パ
ン
ソ
ル
ト
㈱
栃
木
支
店

㈱
竹
澤
古
典
建
築
設
計
事
務
所

海
苔
で
健
康
推
進
委
員
会
関
東

さ
が
み
農
業
協
同
組
合
寒
川
支
店

敷
島
製
パ
ン
㈱
パ
ス
コ
湘
南
工
場

東
映
無
線
㈱

東
映
通
信
工
業
㈱

キ
リ
ン
ビ
バ
レ
ッ
ジ
㈱
湘
南
工
場

�
�
�
�
�
�
�
�
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寒
さ
も
少
し
和
ら
ぎ
、
く
っ

き
り
晴
れ
渡
っ
た
青
空
の
下
、

二
月
三
日
午
前
十
一
時
と
午
後

二
時
の
二
回
、
節
分
祭
が
、
賑

や
か
に
執
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
の
節
分
祭
に
は
二
百
名

を
超
え
る
年
男
年
女
の
方
々
が

祭
典
に
参
列
さ
れ
ま
し
た
。
御

本
殿
に
て
お
祓
い
を
受
け
玉
串

を
お
供
え
し
た
後
、
追
儺
板
を

打
ち
鳴
ら
し
、｢

福
は
内！

｣
｢

鬼
は
外！

｣

と
声
も
高
ら
か

に
豆
撒
き
を
行
な
い
、
邪
気
災

厄
を
追
い
祓
い
ま
し
た
。

次
に
、
外
庭
に
設
置
さ
れ
た

櫓
上
よ
り
約
四
千
余
名
の
福
を

頂
こ
う
と
集
ま
っ
た
大
勢

の
参
拝
者
の
前
で
福
豆
撒

き
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

本
来

｢

節
分｣

と
は
、

立
春
・
立
夏
・
立
秋
・
立

冬
の
前
日
で
季
節
の
変
わ

り
目
を
指
す
言
葉
で
し
た

が
、
年
の
初
め
の
立
春
は

特
に
重
要
と
さ
れ
ま
し
た
。

旧
暦
で
は
立
春
を
正
月
と

考
え
、
節
分
は
大
晦
日
に

あ
た
り
ま
す
の
で
、
前
年

の
邪
気
、
災
厄
を
祓
う
追

儺
行
事
が
全
国
各
地
で
行

な
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

平

成�
�

�

二
十
二
年

�
�
�
�
�
	



(

敬
称
略

順
不
同)

��
��

����
��
��

��
��
��

��
��

福豆を授かる子供達
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學
院
大
學

神
道
文
化
学
部
教
授

神
道
学
博
士

連

載
神
宮
祭
主
の
職
舎
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
神
護
山
慶け
い

光こ
う

院い
ん

は
、
も
と
尼
僧
が
住
持
し
て
宗
派
は
臨
済
、
本
寺
・

末
寺
も
な
く
独
立
し
て
い
た
。
そ
の
尼
僧
が
上
人
号
と

紫
衣
を
許
さ
れ
て
伊
勢
上
人
・
内
宮
上
人
、
と
り
わ
け

遷
宮
上
人
と
讃
え
ら
れ
た
の
は
、
百
二
十
年
も
途
絶
え

て
い
た
遷
宮
を
再
興
す
る
た
め
、
諸
国
に
募
財
し
た
功

労
に
よ
っ
て
い
る
。
永
禄
六
年

(

一
五
六
三)

の
外
宮

遷
宮
を
は
じ
め

天
正
十
三
年

(

一
五
八
五)

・

慶
長
十
四
年

(

一
六
〇
九)

・

寛
永
六
年

(

一

六
二
九)

・
慶

安
二
年

(

一
六

四
五)

の
両
宮

遷
宮
に
い
た
る

ま
で
、
前
後
五

度
に
お
よ
ぶ
壮

挙
で
あ
っ
た
。

ま
ず
初
代
の

守
悦
は
、
宇
治

橋
が
流
れ
て
参

詣
者
が
難
渋
す

る
有
様
を
み
て
、

延
徳
三
年

(
一
四
九
一)

と
永
正
二
年

(

一
五
〇
五)

の
両
度
、
こ
れ
を
勧
進
・
架
橋
し
た
。
三
代
の
清
順
も

天
文
十
五
年

(

一
五
四
九)

に
架
橋
し
、
さ
ら
に
遷
宮

の
勧
進
を
志
し
て
内
宮
方
に
諮
っ
た
が
、
勧
進
聖
と
い

う
性
格
上
か
ら
許
さ
れ
ず
、
や
む
な
く
外
宮
の
許
可
を

え
て
諸
大
名
を
勧
進
し
た
。
桶
狭
間
や
川
中
島
の
合
戦

な
ど
、
戦
乱
の
鎮
ま
ら
ぬ
折
か
ら
、
正
親
町
天
皇
の
永

禄
六
年

(

一
五
六
三)

九
月
、
百
三
十
年
ぶ
り
に
外
宮

の
正
遷
宮
が
再
興
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
先
例
に
な
ら
っ
て
四
代
の
周
養
も
、
ま
ず
正
親

町
天
皇
の
綸り

ん

旨じ

を
賜
わ
り
、
天
正
三
年

(

一
五
七
五)

�
�

�
�

�
�

�
�

に
内
宮
の
仮
殿
遷
宮
に
着
手
し
た
。
織
田
信
秀
・
信
長

父
子
の
敬
神
ぶ
り
か
ら
、
祈
祷
大
麻
を
い
く
た
び
も
戦

陣
に
届
け
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
多
大
の
寄
進
を
受
け
て
同

十
三
年

(

一
五
八
五)

十
月
、
よ
う
や
く
両
宮
遷
宮
が

旧
に
復
し
た
。
内
宮
で
は
寛
正
三
年

(

一
四
六
二)

遷

宮
が
行
な
わ
れ
て
よ
り
、
実
に
百
二
十
四
年
ぶ
り
の
こ

と
で
あ
り
、
正
親
町
天
皇
も
周
養
の
多
年
に
わ
た
る
功

労
に
対
し
て
、
優
渥
な
綸
旨
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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天
正
十
三
年
十
二
月
六
日左

中
将

(

花
押)

慶
光
院
周
養
上
人
御
坊

こ
う
し
た
功
績
に
よ
り
、
豊
臣
秀
吉
は
慶
長
二
年

(

一
五
九
七)

頃
、
桃
山
時
代
の
遺
構
を
今
に
偲
ば
せ

る
規
模
壮
大
な
寺
院
を
興
隆
し
た
。
徳
川
家
康
も
篤
く

帰
依
し
て
同
八
年

(

一
六
〇
三)

、
朱
印
状
を
も
っ
て

遷
宮
費
三
万
石
を
寄
進
し
た
。
数
年
後
に
迫
っ
た
同
十

四
年

(

一
六
〇
九)

遷
宮
の
た
め
で
あ
り
、
遷
宮
遂
行

の
功
に
よ
り
、
尼
僧
の
身
に
し
て
内
院
御
拝
を
許
さ
れ

た
。
寛
永
・
慶
安
と
遷
宮
募
財
を
続
け
た
が
、
し
か
し

中
世
流
の
勧
進
聖
の
存
在
す
ら
許
さ
な
い
、
近
世
の
時

代
と
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

慶光院 (現祭主職舎)

慶光院清順上人像
古川武治作・神宮徴古館所蔵
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神
苑
は
、
昨
年
の
八
月
よ
り

受
け
入
れ
を
始
め
、
秋
の
紅
葉

が
ず
れ
込
ん
だ
た
め
、
少
し
延

長
し
て
十
二
月
六
日

(
日)

ま

で
開
苑
し
て
お
り
ま
し
た
。
入

苑
は
祈
祷
参
拝
者
の
み
に
限
ら

せ
て
頂
い
て
い
る
に
も
拘
わ
ら

ず
四
ヶ
月
間
で
約
一
万
二
千
人

が
来
苑
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
七
日
以
降
は
閉
苑
期

間
に
入
り
、
寒
い
冬
の
訪
れ
と

と
も
に
正
月
を
迎
え
ま
し
た
。

茶
屋

｢

和
楽
亭｣

で
は
床
飾
り

と
し
て
結
び
柳
を
流
し
ツ
バ
キ

一
輪
を
生
け
、
三
方
に
神
楽
鈴

を
供
え
奉
り
ま
し
た
。

和楽亭の床飾り

一
月
二
日
の
追つ
い

儺な

神
事
で
は

苑
内

｢

難な
ん

波ば

の
小
池｣

の
御
神

水
が
竹
筒
に
汲
ま
れ
、
御
神
前

に
供
え
ら
れ
た
の
ち
境
内
各
所

に
撒
か
れ
御
神
域
内
の
邪
気
が

祓
わ
れ
ま
し
た
。
御
社
頭
は
賑

や
か
に
初
詣
の
参
拝
者
を
迎
え

て
い
る
間
、
神
苑
で
は
静
か
に

冬
の
営
み
が
施
さ
れ
、
木
々
や

鳥
た
ち
も
暖
か
な
春
の
訪
れ
と

と
も
に
皆
様
を
お
迎
え
す
る
準

備
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

開
苑
は
四
月
一
日
か
ら
の
予

定
で
す
。
今
回
師
走
の
大
祓
参

加
の
皆
様
に
は
御
神
札
に
入
苑

券
を
同
封
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

是
非
ご
来
苑
下
さ
い
。

上池のミツマタ

�
�

�
�

�
�

�
�
�
�
�四

月
一
日
〜
十
一
月
三
十
日

月
曜
は
休
苑
日

(
祝
祭
日
は
開
苑)

�
�
�
�
�午

前
九
時
〜
午
後
四
時

(

午
後
三
時
三
十
分
受
付
終
了)

�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�

午
前
九
時
三
十
分
〜
午
後
三
時
三
十
分

(

午
後
三
時
受
付
終
了)

�
青
少
年
活
動
だ
よ
り

�
�

�
�

�
�

�

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ケ
ー
ト
教
室

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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�
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左
記
の
方
々
よ
り
赤
誠
溢
れ
る
ご
奉
賛
を
賜
り
ま
し
た
。

誌
上
よ
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
(

順
不
同
・
敬
称
略)

二
万
円

澁
谷
サ
チ
子

厚
木
市
下
荻
野

〃

岳
中
三
孝

東
京
都
大
田
区

二
月
二
十
一
日(

日)

相
模
原

市
淵
野
辺
公
園
内
銀
河
ア
リ
ー

ナ
に
て｢

親
子
ふ
れ
あ
い
ス
ケ
ー

ト
教
室｣

を
開
催
、
館
生
と
そ

の
ご
家
族
六
十
三
名
が
参
加
致

し
ま
し
た
。

当
日
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
影

響
も
あ
り
入
場
規
制
が
か
か
る

ほ
ど
の
混
雑
ぶ
り
。
そ
の
よ
う

な
中
で
も
、
子
供
達
は
の
び
の

び
と
リ
ン
ク
を
滑
走
し
て
お
り

ま
し
た
。
ス
ケ
ー
ト
初
体
験
で

不
安
が
っ
て
い
た
子
は
、
ご
父

兄
の
協
力
も
あ
り
、
転
び
な
が

ら
も
最
後
に
は
一
人
で
滑
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

終
了
時
に
は
疲
れ
た
様
子
で

し
た
が
、
楽
し
い
体
験
を
終
え
、

各
々
が
上
達
し
、
と
て
も
良
い

思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。



����	
�� さ が み ������

��������	

� � ３月26日(金)
午後２時～３時

��� 寒川神社 参集殿

� � ｢最近のＣ型肝炎の
治療について｣

� � 病院長
鳴 海 裕 之

入場無料 申込不要
ご来場をお待ちしております｡

������������

寒 川 病 院
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事
務
職
員

斉
藤

節
子

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日

�



�
�

	

介
護
職
員

今
井

ツ
ヤ

規
則
に
依
り
定
年
退
職
と
す
る

平
成
二
十
二
年
二
月
二
十
八
日

�

�
�

�


�
�

	

看
護
師

洌
鎌
か
つ
代

神
恵
苑
勤
務
を
命
ず
る

平
成
二
十
二
年
三
月
一
日

�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�宗
寒
川
神
社
寒
川
病
院

耳
鼻
咽
喉
科
医
長

大お
お

上が
み

麻ま

由ゆ

里り

耳
鼻
科
の
大
上
で
す
。
お
話
し
た
こ
と

が
あ
る
方
は
も
し
か
す
る
と
お
気
づ
き
に

な
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
は
福
岡

県
の
出
身
で
す
。
昭
和
六
十
一
年
に
山
口

大
学
医
学
部
を
卒
業
し
、
そ
の
後
山
口
大

学
医
学
部
付
属
病
院
の
関
連
病
院
を
経
て
、

平
成
十
二
年
よ
り
寒
川
病
院
へ
勤
務
し
て

お
り
ま
す
。

そ
の
間
、
結
婚
し
一
人
の

(

愛)

娘
に

恵
ま
れ
、
子
育
て
に
専
念
し
た
時
期
も
あ

り
ま
し
た
が
、
夫
の
東
海
大
学
医
学
部
付

属
病
院
へ
の
転
勤
を
機
に
神
奈
川
県
へ
引
っ

越
し
、
夫
の
当
時
の
教
授
の
紹
介
に
て
寒

川
病
院
へ
赴
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

現
在
は
、
寒
川
病
院
の
耳
鼻
科
医
と
し

て
働
く
一
方
、
ひ
と
た
び
家
に
帰
れ
ば
母

親
の
顔
に
な
る
日
々
で
す
。
娘
も
中
学
二

年
生
に
な
り
ま
し
た
が
、
母
親
と
し
て
心

配
も
あ
り
つ
つ
、
今
後
の
成
長
が
楽
し
み

な
と
こ
ろ
で
す
。
子
育
て
も
趣
味
の
一
つ

で
あ
り
、
夫
や
娘
と
過
ご
す
時
間
も
大
切
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に
し
て
い
ま
す
。

耳
鼻
科
の
専
門
は
聴
覚
で
、
特
に
小

児
難
聴
・
補
聴
器
の
分
野
で
す
。
最
近

耳
が
聞
こ
え
づ
ら
く
な
っ
た
、
補
聴
器

を
試
し
て
み
た
い
等
あ
り
ま
し
た
ら
、

耳
鼻
科
外
来
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
花
粉
症
の
季
節
に
も
な
り
ま

し
た
が
、
鼻
の
つ
ら
い
症
状
で
お
困
り

の
方
も
、
ど
う
ぞ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

外
来
は
予
約
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

大
変
混
み
合
う
日
も
あ
り
ま
す
が
、
可

能
な
限
り
予
約
時
間
通
り
に
診
療
が
で

き
る
よ
う
、
受
付
の
者
だ
け
で
な
く
私

も
気
配
り
を
し
て
い
ま
す
。

今
後
と

も
、
よ
ろ

し
く
お
願

い
い
た
し

ま
す
。

＊◎印…大上医師担当外来
○印…耳鼻科外来 (大上医師以外)
お電話にてご確認の上､ ご来院下さい｡

� � �

月 火 水 木 金 土
午 前 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎
午 後 ◎ ○ ◎ ◎ ○
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御
本
殿
と
河
津
桜
。

い
よ
い
よ
桜
の
季
節
。
桜
は

そ
の
特
性
ゆ
え
に
、
日
本
人
が

最
も
好
む
花
の
一
つ
。
そ
の
咲

く
姿
は
、
富
士
山
の
よ
う
に
気

高
く
美
し
い
。
今
年
の
花
見
が

待
ち
遠
し
い
。
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(

一)

初
日
の
出
真
赤
に
燃
え
て
昇
り
く
る
今
年
も
無
事
で
と
手
を
合
せ
た
る

土
屋
ト
ミ
子

元
旦
の
凛
と
輝
く
満
月
に
心
洗
わ
れ
自
ず
拝

お
ろ
が
む

山
口

幸
子

紅
葉
の
箱
根
連
峰
望
み
つ
つ
初
冬
を
歩
む
彫
刻
の
森
美
術
館

山
根
喜
美
代

白
百
合
の
大
輪
五
つ
目
今
日
開
き
千
両
纒
い
て
言
祝
ぐ
新
春

安
藤

慧

ほ
と
と
ぎ
す
声
す
る
方
に
駒
ケ
岳
楓
朱
に
燃
え
秋
を
惜
め
る

鈴
木

助
晴

稲
刈
ら
れ
広
い
田
圃
に
佇

た
た
ず
め
る
役
目
終
り
し
案
山
子
の
親
子

川
島
惠
美
子

家
い
え
の
車
ピ
カ
ピ
カ
〆
飾
り
つ
け
て
お
す
ま
し
大
晦
日
の
宵

�
田
マ
ツ
子

押
し
詰
ま
り
明
は
新
年
富
士
山
の
吹
雪
の
中
に
か
く
れ
て
お
わ
す

工
藤

光
子

寒
川
神
社
の
参
道
を
行
く
人
力
車
挙
式
の
花
婿
花
嫁
の
せ
て

稲
畠

治
江

湧
き
水
の
清
水
の
池
の
真
鯉
た
ち
寒
さ
も
知
ら
ず
跳
ね
て
泳
げ
り

三
留
と
く
子

来
る
年
も
明
る
く
元
気
に
居
る
よ
う
に
明
る
い
ピ
ン
ク
の
シ
ク
ラ
メ
ン
買
う

天
利

春
枝

新
年
に
集
う
幸
せ
子
や
孫
と
話
は
つ
き
ず
深
夜
の
賑
わ
い

岡
元

芳
子

み
ず
ず
か
る
し
な
の
に
生
れ
し
孫
み
す
ず
よ
き
え
に
し
あ
り
嫁
ぐ
と
き
ま
る

出
町

安
子

古
き
考
え
捨
て
ぬ
ま
ま
流
行
の
服
着
る
お
み
な
よ
木
枯
し
の
中

斎
藤
く
に
お

｢
ひ
い
ば
あ
ち
ゃ
ん
だ
い
す
き｣

に
ハ
ー
ト
を
書
き
添
え
て
曾
孫
四
歳
よ
り
の
お
手
紙

宇
田
川
時
子

新
春
の
真
白
き
富
士
に
掌
合
わ
せ
平
穏
無
事
を
祈
れ
る

浜
田

寿
子

大
晦
日
密
か
に
香
る
蝋
梅
は
さ
や
け
き
月
の
光
の
中
に

亀
山

文
子

天
心
に
青
き
満
月
粛
粛
と
ゆ
く
年
く
る
年
今
し
行
き
交
ふ

講
師

杉
本

照
世

春
隣
一
匙
ず
つ
の
離
乳
食

菅
沼
う
め
の

く
り
返
す
一
人
シ
ュ
ー
ト
や
日
脚
伸
ぶ

飛
石

槿
花

沖
ば
か
り
見
て
い
る
漁
師
春
近
し

倉
谷

節
子

入
る
よ
り
出
る
に
難
儀
や
春
炬
燵

芹
沢

徳
光

嫁
ぐ
娘
の
衣
装
合
わ
せ
や
春
隣

金
子

つ
ぢ

春
の
雪
寺
の
卍
の
ひ
か
り
を
り

四
ッ
車
梢
月

飴
切
り
の
囃
す
調
子
や
寒
明
く
る

相
原

白
蕗

白
波
の
猛
り
て
返
す
西
行
忌

露
木
て
る
子

押
せ
ば
出
る
ポ
ッ
ト
の
お
湯
や
春
炬
燵

根
岸

君
子

寒
雀
夕
日
手
玉
に
遊
び
を
り

宮
入

つ
る

江
の
電
の
曲
り
曲
り
て
春
近
し

松
本
美
智
子

春
近
し
竹
ぽ
ん
ぽ
ん
と
割
れ
る
音

高
橋
は
る
よ
し

延
び
て
来
し
架
橋
工
事
や
冴
返
る

山
本

朝
子

さ
さ
や
か
な
今
朝
の
喜
び
四
温
晴

竹
村
真
砂
美

散
歩
す
る
犬
も
セ
ー
タ
ー
着
て
お
り
ぬ

三
輪

恭
子

干
大
根
雨
の
一
ト

日
に
つ
ま
づ
き
ぬ

千
葉

静
香

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
足
元
軽
く
日
脚
伸
ぶ

原
野

楽
天

売
声
の
路
地
か
ら
路
地
へ
寒
蜆

伊
藤

公
一

薬
よ
り
早
寝
が
効
く
や
春
の
風
邪

菅
沼

保
幸

紅
梅
が
散
る
参
道
の
交
差
点

金
指

月
光

春
愁
の
左
手
に
触
れ
し
剃
り
残
し

岡
田
風
呂
釜

雪
国
の
供
花
の
造
花
を
あ
は
れ
と
も

市
本

益
子

煮に
こ

凝ご
り

の
う
ら
め
し
そ
う
な
目
玉
か
な

岩
田
美
代
子


